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１ 朱書き処理の概要 
 

 

 

 

図面ファイル(BVF、BVFZ、SFC、DXF、DWG、JWC、JWW、P21、SFZ、P2Z）を読み込んで、朱書き処理を行うことができ

ます。 

朱書き処理により変更・修正箇所を明確に指示することができますので、業務の進行もスムーズに行えます。 

朱書き保存をすると読み込んだ既存図面は保存せず、朱書きデータのみを既存図面と同じフォルダーに拡張子 BVR で

保存します。 

このため新規図面に朱書きしても朱書き保存はできません。（但し、一回保存後には可能） 

朱書き図面を開くと朱書きデータと既存図面の両方を１枚の図面として開きます。 

作図及び編集関係は用紙シートの朱書きレイヤに切換えてから各メニューを実行します。 

但し，演算はシート及びレイヤの切換えは行わずに配置データを用紙シートの朱書きレイヤにおきます。 

データ削除は朱書きレイヤを自動認識して削除のレイヤを実行します。（朱書きレイヤが存在しないときは自動的に

作成します） 

朱書きではありますが各要素の線色はペンコントロールパネルで自由に変更して書くことができます。（自動で赤ペ

ンにはしません。）BVR ファイルは、BV Finder からでも読み込むことができます。 

プルダウンメニューの[朱書き]をクリックし、各種の機能を選択します。 
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２ 朱書き図面処理 
 

 

 

 

 

朱書き(D) → 朱書き図面を開く 

 朱書き図面を開く 
朱書き図面を開きます。何も図面が開いていない場合は、本機能のみ実行できます。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  

1 本コマンドを起動すると、BV Finder が表示されます。 

読み込む朱書き図面ファイルを指定します。 

2 [ファイルの場所]ボックスの下にある、フォルダー（ディレク

トリ）とファイルの一覧から、朱書き図面が登録されている

ファイル名(拡張子は「.BVR」)をマウスでクリックします。 

3 [開く]をマウスでクリックします。 

朱書き図面を開くと朱書きデータと既存図面の両方を１枚の

図面として開きます。 

 

 

 

 

 

朱書き(D) → 朱書き図面を保存 

 朱書き図面を保存する 
作成した朱書き図面を保存します。 

朱書き保存をすると読み込んだ既存図面は保存せず、朱書きデータのみを既存図面と同じフォルダーに拡張子 BVR で

保存します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  

1 本コマンドを起動すると｢朱書き保存｣ダイアログボックスが

表示されます。 

｢保存形式｣を SFC、P21、SFZ、P2Z、BVR のいずれかのラジオ

ボタンをクリックして選択します。また、BVR のタイプをドロ

ップダウンリストから選択します。 

｢朱書き図面名｣には、朱書き図面の名前を入力します。 

よければ[ＯＫ]をクリックします。 

2 表示されたフォルダー内に同じファイル名が存在する場合は、

上書き確認のメッセージが表示されます。 

[はい]をクリックすると、朱書き保存が行われます。 
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朱書き(D) → 朱書きシンボル読込 

 朱書き図面にシンボルを読み込む 
用紙シートの朱書きレイヤに書き込み層を切り替え、朱書き図面上にシンボルを読み込みます。 
 
その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  
 

1 本コマンドを起動すると、BV Finder が表示されます。読み込むシンボルファイルを選択します。 

操作方法は本システムの[データ]－[シンボル読込]と同様です。 

 参 照  ➜ Part9  外部処理 １． 図形をシンボルとして登録する、読み込む「補助線を表示する」、｢シンボル読み込み時 

  の倍率と傾きについて｣ 

     巻末資料編「朱書きシンボル一覧」 

 

 

朱書き(D) → 朱書きメール送信 

 朱書き図面をメール送信する 
作成した図面を Outlook メールなどの、MAPI 対応の通信ソフトを介して、電子メールで送信します。 

朱書きデータのみを既存図面と同じフォルダーに、保存形式で指定した拡張子で保存します。 

1 本コマンドを起動すると、｢朱書き保存｣ダイアログボックス

が表示されます。 

｢保存形式｣を SFC、P21、SFZ、P2Z、BVR のいずれかのラジオ

ボタンをクリックして選択します。また、BVR のタイプをドロ

ップダウンリストから選択します。 

｢朱書き図面名｣には、朱書き図面の名前を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ｢朱書き保存｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックすると、

Outlook メールなどの、MAPI 対応の通信ソフトの｢メッセージ

の作成｣が起動します。送信する図面朱書き図面名で添付され

ます。宛先、件名、本文を入力し、送信ボタンをクリックし

ます。 

・本機能を使用するには、インターネットが使用できる環境

が整っており、Outlook メールなどの MAPI 対応の通信ソフ

トがインストールしてあることが必要です。 

Outlook メールなどの通信ソフトをインストールした後は、

インターネットメールのサービスをセットアップしてく

ださい。 
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３ 朱書き作図・図形編集処理 
 

 

 

 

 

朱書き(D) → 朱書き文字 

 朱書き図面に文字を入力する 
用紙シートの朱書きレイヤに書き込みレイヤを切り替え、朱書き図面上に文字を入力します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  

操作方法は本システムの[作図]－[文字]と同様です。 

 参 照  ➜ Part2 作図処理 13.文字を入力する 

 

 

 

朱書き(D) → 朱書き引き出し 

 朱書き図面に引き出し寸法線を表示する 
用紙シートの朱書きレイヤに書き込みレイヤを切り替え、朱書き図面上に引き出し寸法線を表示します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  

操作方法は本システムの[作図]－[寸法線]－[引き出し]と同様です。 

 参 照  ➜ Part2 作図処理 14.寸法線を表示する「引き出し寸法線を表示する」 

 

 

 

朱書き(D) → 朱書きバルーン 

 朱書き図面に引き出しバルーンを表示する 
用紙シートの朱書きレイヤに書き込みレイヤを切り替え、朱書き図面上に引き出しバルーンを表示します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  

操作方法は本システムの[作図]－[寸法線]－[バルーン]と同様です。 

 参 照  ➜ Part2 作図処理 14.寸法線を表示する「引き出しバルーンを表示する」  

 

 

 

朱書き(D) → 朱書き２点結 

 朱書き図面上に直線を描く 
用紙シートの朱書きレイヤに書き込みレイヤを切り替え、朱書き図面上に直線を描きます。 

コマンドの起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  

操作方法は本システムの[作図]－[２点結]と同様です。 

 参 照  ➜ Part2 作図処理 ３. 直線を描く  
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朱書き(D) → 朱書き円 

 朱書き図面上に円・楕円を描く 
用紙シートの朱書きレイヤに書き込みレイヤを切り替え、朱書き図面上に円・楕円を描きます。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  

操作方法は本システムの[作図]－[円]と同様です。 

 参 照  ➜ Part2 作図処理  ７．円・楕円を描く  

 

 

 

朱書き(D) → 朱書きボックス 

 朱書き図面上にボックス(矩形)を描く 
用紙シートの朱書きレイヤに書き込みレイヤを切り替え、朱書き図面上にボックス(矩形)を描きます。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜   

操作方法は本システムの[作図]－[ボックス]と同様です。 

 参 照  ➜ Part2 作図処理 ４．ボックス(矩形)を描く  

 

 

 

朱書き(D) → 朱書きスプライン 

 朱書き図面上にスプラインを描く 
用紙シートの朱書きレイヤに書き込みレイヤを切り替え、朱書き図面上にスプラインを描きます。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  

操作方法は本システムの[作図]－[スプライン]と同様です。 

 参 照  ➜ Part2 作図処理 １２．スプラインを描く  

 

 

 

朱書き(D) → 朱書き演算 

 朱書き図面上で演算処理を行う 
朱書き図面上で演算処理を行います。演算結果を配置する場合は、用紙シートの朱書きレイヤに描きます。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜ 

操作方法は本システムの[補助]－[演算]と同様です。 

 参 照  ➜ Part7  演算処理  

 

 

 
 

朱書き(D) → 朱書き線消去 

 朱書き図面上の線を１つずつ消す 
用紙シートの朱書きレイヤに書き込みレイヤを切り替え、朱書き図面上の直線、円、円弧、楕円弧、文字列、ビット

マップを１個ずつ消します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜ 

1 本コマンドを起動し、マウスで消去するデータをクリックすると、消去が行われます。 
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朱書き(D) → 朱書き移動 または 朱書き複写 

 朱書き図面上の線を移動・複写する 
用紙シートの朱書きレイヤに書き込みレイヤを切り替え、朱書き図面上の線を移動または複写します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  または 

操作方法は本システムの[図形編集]－[移動]または[複写]と同様です。 

 参 照  ➜ Part4 図形編集 ６．図形の複写、移動、回転、反転を行う（図形を複写、移動する）  

 

 

 

朱書き(D) → 朱書きデータ削除 

 朱書き図面上のすべてのデータを削除する 
用紙シートの朱書きレイヤに書き込みレイヤを切り替え、朱書き図面上のすべてのデータの削除を行います。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜   

1 本コマンドを起動すると、確認メッセージが表示されます。 

[はい］をクリックすると、削除が行われます。 
 

 

 

朱書き(D) → 朱書き色設定 

 朱書き図面上のデータ色を一括設定する 
朱書き図面上で描く文字や寸法線などの色設定を一括して行います。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜   

1 本コマンドを起動すると、｢朱書き色設定｣ダイアログボック

スが表示されます。いずれかの色を選択し、[ＯＫ]をクリッ

クします。 

｢レイヤに依存｣チェックマークをオンにすると、レイヤ依存

モードで設定が行われます。 

 

2 以降、選択した色で文字や寸法線などが描かれます。 
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朱書き(D) → 朱書き・手書き 

 朱書き図面上に手書き線を描く 
用紙シートの朱書きレイヤに書き込みレイヤを切り替え、朱書き図面上に手書き線を描きます。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜      

1 本コマンドを起動します。 
2 マウスの左ボタンまたは右ボタンをクリックします。 

左ボタンをクリック＝ドラッグモード 

始点位置で左ボタンを押し、ドラッグすることにより、手書き線が描かれます。 

左ボタンを放した位置が、線の終点となります。始点位置からマウスの動きに伴い線が表示されます。 

右ボタンをクリック＝ホールドモード 

右ボタンをクリックするとホールドモードとなり、マウスを移動することにより、手書き線が描かれます。マウスをクリック

した位置が、線の終点となります。 

3 いずれかの方法で線の終点位置が確定すると、手書き線が描かれます。 

 

 

 

朱書き(D) → 朱書き・取消線 

 朱書き図面上に文字の取消線を表示する 
朱書き図面上に文字・円弧上配置文字の取消線を表示します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜      

1 本コマンドを起動すると取消線モードとなり、文字列選択のメッセージが表示されます。 

2 マウスで文字をクリックすると、現在選択されているペン種で取消線が表示されます。  
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